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第１４旅団

夜間作業にあたる派遣部隊
（東かがわ市）

三豊市へ向け出発する
第１５即応機動連隊（善通寺駐屯地）

鶏舎をくまなく点検する隊員

２４時間態勢で活動を続ける
派遣部隊（三豊市）

最終確認で鶏舎のすみずみまで点検

自治体と協力し活動にあたる
派遣部隊（三豊市）

帰隊報告を行う第１５即応機動連隊長
品川１佐（善通寺駐屯地）

交代時の確実な消毒処置

特 集 災 害 派 遣 活 動 フ ォ ト 集

第
14
旅
団
（
旅
団
長

遠
藤
充
陸
将
補
）
は
、
令
和
２
年
11
月
５
日
昼
、

香
川
県
知
事
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
香
川
県
三
豊
市
に
お
け
る
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
係
る
災
害
派
遣
活
動
を
開
始
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
第
15
即
応
機
動
連
隊
（
連
隊
長

品
川
淳
二
1
等
陸
佐
）

を
基
幹
と
す
る
派
遣
部
隊
は
、
鳥
の
殺
処
分
等
の
活
動
に
あ
た
っ
た
。

そ
の
後
、
三
豊
市
か
ら
約
70
㎞
離
れ
た
東
か
が
わ
市
に
お
い
て
も
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、
11
月
８
日
夕
、
香
川
県
知
事
か
ら
の
要
請
を
受

け
、
三
豊
市
と
同
時
並
行
し
て
東
か
が
わ
市
に
お
い
て
も
災
害
派
遣
活
動
を

開
始
し
た
。
派
遣
部
隊
は
、
平
成
30
年
１
月
の
同
種
派
遣
活
動
で
の
成
果
を

活
か
し
万
全
の
防
疫
処
置
を
行
い
つ
つ
、
24
時
間
不
休
の
態
勢
で
二
正
面
作

戦
の
任
務
を
速
や
か
に
完
遂
し
、
香
川
県
知
事
か
ら
の
撤
収
要
請
に
基
づ
き

９
日
、
駐
屯
地
に
帰
隊
し
た
。

さ
ら
に
、
香
川
県
三
豊

市
で
既
に
発
生
し
た
養
鶏

場
か
ら
３
㎞
県
内
に
あ
る

養
鶏
場
に
お
い
て
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
、

11
月
15
日
朝
、
香
川
県

知
事
か
ら
の
要
請
を
受
け

災
害
派
遣
活
動
を
開
始
し

た
。
16
日
朝
、
任
務
完

遂
に
つ
き
香
川
県
知
事
か

ら
の
撤
収
要
請
に
基
づ

き
、
駐
屯
地
に
帰
隊
し

た
。11

月
17
日
以
降
、
第

14
旅
団
各
部
隊
は
、
新

た
な
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
発
生
に
備
え
つ
つ
、
隊

務
を
継
続
し
て
い
く
。



第
14
旅
団
は
、
10
月
10
日
、

善
通
寺
駐
屯
地
第
３
営
舎
地
区

に
お
い
て
、
令
和
２
年
度
四
国

地
区
殉
職
隊
員
追
悼
式
を
挙
行

し
、
任
務
遂
行
中
に
殉
職
し
た

50
柱
の
御
霊
に
哀
悼
の
意
を
表

し
た
。

追
悼
式
は
、
５
遺
族
５
名
を

は
じ
め
、
隷
下
各
部
隊
長
及
び

地
方
協
力
本
部
長
等
が
参
列

し
、
旅
団
長
に
よ
る
追
悼
の

辞
、
参
列
者
に
よ
る
献
花
、
第

14
音
楽

２ しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６３号 令和２年（2020年）１０・１１月四 国

弔銃（第１５即応機動連隊）

部隊の現況を把握

隊員を前に訓示を述べる遠藤旅団長

四
国
地
区
殉
職
隊
員
追
悼
式

14
音
楽
隊
に
よ
る
追
悼
演
奏
及

び
儀
じ
よ
う
隊
に
よ
る
弔
銃
並

び
に
ご
遺
族
代
表
挨
拶
が
粛
々

と
行
わ
れ
た
。

旅
団
長
は
、
追
悼
の
辞
で
殉

職
隊
員
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、

「
今
後
と
も
強
い
使
命
感
を

持
っ
て
任
務
を
必
ず
達
成
す
る

た
め
努
力
し
続
け
る
こ
と
を
お

約
束
し
ま
す
。
」
と
、
改
め
て

五
十
柱
の
御
霊
に
誓
っ
た
。

隊員と接しながら行われた施設巡視等

第
14
旅
団
は
、
10
月
11
日
か
ら
26

日
ま
で
の
間
、
与
那
国
駐
屯
地
に
お

い
て
、
各
種
輸
送
力
を
使
用
し
た
機

動
展
開
訓
練
及
び
展
開
先
に
お
け
る

警
備
訓
練
を
行
い
、
各
種
事
態
へ
の

対
処
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
令
和
２
年
度
機
動
展
開

実
施
し
た
。

更なる機動・展開能力の向上へ

記念撮影

遺族会四国支部会長による代表挨拶

追悼の辞を述べる旅団長

訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
大
型
輸
送
用
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
（
Ｃ
Ｈ
ー
47
）
４
機
に
よ

る
機
動
展
開
訓
練
及
び
与
那
国
駐
屯

地
に
お
け
る
沿
岸
監
視
隊
（
警
備
小

隊
）
と
の
協
同
警
備
訓
練
を
行
っ
た
。

遠
藤
旅
団
長
は
、
10
月
26
日
か
ら
11
月
17
日
ま
で
の
間
、
旅
団
長
統
率
方
針
及
び
要
望
事
項

の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
任
務
遂
行
能
力
評
価
の
資
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
初
度
視

察
を
実
施
し
た
。

各
駐
屯
地
に
お
い
て
幹
部
挨

拶
、
各
部
隊
長
か
ら
状
況
報
告
を

受
け
、
隊
内
の
関
係
施
設
及
び
各

演
習
場
等
の
視
察
を
行
い
、
現
況

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
任
務
遂

行
能
力
評
価
の
資
を
得
た
。

ま
た
、
各
中
隊
長
等
に
対
す
る

訓
話
及
び
各
隊
員
に
対
す
る
訓
示

を
通
じ
て
旅
団
長
統
率
方
針
で
あ

る
「
任
務
必
成
」
、
要
望
事
項
で

あ
る
「
プ
ロ
で
あ
れ
」
に
つ
い
て

徹
底
を
図
っ
た
。

遠藤旅団長が初度視察



第
15
即
応
機
動
連
隊
（
連
隊

長

品
川
淳
二
１
等
陸
佐
）

は
、
10
月
22
日
か
ら
30
日
の
９

日
間
、
あ
い
ば
野
演
習
場
（
滋

賀
県
）
に
お
い
て
、
第
14
後
方

支
援
隊
即
応
機
動
直
接
支
援
中

隊
及
び
第
14
通
信
隊
の
支
援
を

受
け
て
第
１
回
総
合
戦
闘
射
撃

訓
練
を
実
施
し
た
。

第
６
次
連
隊
野
営
に
引
き
続

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
10
月
下
旬
、
朝
夕
の
寒
暖

差
が
激
し
い
中
で
射
撃
を
実
施

し
た
。

連
隊
の
主
攻
撃
担
任
部
隊
と

し
て
各
普
通
科
中
隊
を
基
幹
部

隊
と
し
て
、
機
動
戦
闘
車
小
隊

を
配
属
、
中
多
分
隊
、
火
力
支

援
中
隊
、
施
設
分
隊
と
協
同
し

て
、
攻
撃
準
備
射
撃
～
攻
撃
前

進
～
第
一
線
目
標
の
奪
取
～
中

隊
目
標
奪
取
～
逆
襲
対
処
ま
で

の
一
連
の
攻
撃
行
動
を
実
施

し
、
各
級
指
揮
官
の
射
撃
指

揮
、
諸
職
種
調
整
能
力
、
機
動

と

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６３号 令和２年（2020年）１０・１１月四 国３

射撃支援の下、攻撃躍進

集団装薬及び破壊筒による地雷原処理 ＭＣＶによる突撃支援射撃

第１５即応機動連隊

第
14
旅
団
は
、
10
月
20
日
か

ら
22
日
ま
で
の
間
、
善
通
寺
駐

屯
地
に
お
い
て
第
１
次
試
験
合

格
者
22
名
に
対
し
、
令
和
２
年

度
後
期
陸
曹
候
補
生
等
選
抜
第

２
次
試
験
を
実
施
し
た
。

試
験
は
、
第
14
旅
団
第
1
部

長
を
試
験
委
員
長
、
旅
団
最
先

任
上
級
曹
長
を
試
験
班
長
と
し

て
口
述
試
験
（
個
人
面
接
）
、

体
力
検
定
及
び
術
科
試
験
（
分

隊
教
練
、
戦
闘
戦
技
試
験
）
を

実
施
し
た
。
今
回
か
ら
新
た
に

戦
闘
戦
技
試
験
と
し
て
、
分
隊

教
練
終
了
後
、
地
図
の
見
方
及

び
89
式
小
銃
に
関
す
る
基
本
的

な
実
技
試
験
を
行
い
、
日
頃
の

練
成
成
果
を
確
認
し
第
２
次
試

験
を
終
了
し
た
。

第
２
次
試
験
の
合
格
者
は
、

令
和
３
年
１
月
１
日
に
陸
曹
候

補
生
に
指
定
さ
れ
る
。

湯浅陸上幕僚長が部隊を視察

隊舎屋上での地点説明

第
14
旅
団
（
旅
団
長

遠
藤
充
陸
将
補
）
は
、
10

月
18
日
、
北
徳
島
分
屯
地

に
お
い
て
、
湯
浅
陸
上
幕

僚
長
に
よ
る
部
隊
視
察
を

受
け
た
。

北
徳
島
分
屯
地
に
所
在

す
る
第
14
飛
行
隊
（
隊
長

後
期
陸
曹
候
補
生
等
選
抜
２
次
試
験
実
施

旗
手
申
告

指
揮
官
と
の
懇
談

状
況
報
告

髙
橋
慎
一
郎
２
等
陸
佐
）
及
び

徳
島
駐
屯
地
に
所
在
す
る
第
14

施
設
隊
（
隊
長

澤
水
隆
一
２

等
陸
佐
）
か
ら
湯
浅
陸
上
幕
僚

長
に
対
す
る
状
況
報
告
を
行
い
、

そ
の
後
の
巡
視
に
お
い
て
、
分

屯
地
各
施
設
等
の
現
況
確
認
を

受
け
た
。

新たに追加された地図の見方及び８９式小銃に関する
基本的な実技試験を行う隊員（戦闘戦技試験）

緊張の面持ちで出番を待つ隊員
（分隊教練）

第１回総合戦闘射撃

と
火
力
の
連
携
の
練
度
向
上
及

び
安
全
管
理
に
係
る
動
作
・
知

識
を
向
上
さ
せ
た
。

ま
た
、
総
合
戦
闘
射
撃
に
先

立
ち
旅
団
射
撃
集
合
訓
練
の
成

果
で
あ
る
分
隊
戦
闘
射
撃
（
分

隊
前
進
～
各
個
前
進
）
に
お
い

い
て
各
普
通
科
中
隊
の
基
幹
隊

員
に
対
し
て
射
撃
要
領
（
間
隙

射
撃
）
、
練
度
判
定
要
領
及
び

射
場
勤
務
要
領
を
普
及
教
育

し
、
識
能
を
向
上
さ
せ
、
本
野

営
訓
練
を
通
じ
、
中
部
方
面
隊

唯
一
の
即
応
機
動
連
隊
と
し

て
、
与
え
ら
れ
た
任
務
を
即
動

完
遂
で
き
る
強
靭
な
部
隊
を
目

指
し
、
練
度
を
向
上
さ
せ
た
。

引
き
続
き
、
更
な
る
高
み
を

目
指
し
、
部
隊
の
精
強
化
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。



る
「
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ハ
イ
キ

ン
グ
２
０
２
０
」
の
支
援
を
実

施
し
、
松
山
市
民
の
自
衛
隊
へ

の
理
解
と
親
近
感
を
醸
成
し

た
。当

該
行
事
は
、
青
少
年
を
対

象
に
毎
年
10
月
頃
、
松
山
市
内

42
㎞
を
一
晩
か
け
て
歩
く
イ
ベ

ン
ト
で
あ
り
、
本
年
度
は
参
加

者
１
５
７
名
に
対
し
て
、
松
山

駐
屯
地
各
部
隊
31
名
が
支
援
を

行
っ
た
。

行
進
は
、
特
科
隊
長
の
出
発

式
祝
辞
に
よ
る
激
励
に
始
ま

り
、
参
加
者
の
徒
歩
行
進
に
お

け
る
サ
ポ
ー
ト
を
愛
媛
・
松
山

両
大
学
の
学
生
と
協
力
し
て
実

施
し
た
。

行
進
開
始
直
後
は
会
話
も
少

な
か
っ
た
が
、
中
盤
を
迎
え
る

頃
に
は
参
加
者
と
の
質
問
や
会

話
で
互
い
に
絆
を
深
め
、
終
盤

の
35
㎞
を
越
え
る
頃
に
は
、
疲

労

重迫撃砲中隊を視察される
副旅団長

４ しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６３号 令和２年（2020年）１０・１１月四 国

第５０普通科連隊

補給中隊
炊事訓練を実施

第１４後方支援隊

炊事車で作業する隊員

中部方面特科隊

夜中のトンネルを行進

完歩した参加者と隊員記念撮影

中
部
方
面
特
科
隊

（
隊
長

服
部
真
之
介

1
等
陸
佐
）
は
、
10
月

17
日
夕
か
ら
18
日
昼
に

か
け
て
、
松
山
市
青
少

年
市
民
会
議
が
主
催
す

る

部
外
行
事
を
支
援

第６次・７次連隊野営

安全教育

８１ｍｍ迫撃砲の実弾射撃

緊張感をもって弾薬を
準備する新配置隊員

初
め
て
迫
撃
砲
実
射
訓
練
を
経

験
し
た
。

第
50
普
通
科
連
隊
は
、
若
い

隊
員
が
多
数
を
占
め
て
お
り
、

各
野
営
を
含
む
段
階
的
な
訓
練

に
よ
り
、
一
歩
一
歩
着
実
に
任

務
を
必
成
で
き
る
プ
ロ
と
し
て

の
練
度
を
向
上
し
て
い
く
。

第
50
普
通
科
連
隊
（
連
隊
長

溝
口
光
章
１
等
陸
佐
）
は
、
10

月
３
日
か
ら
８
日
ま
で
の
間
、

第
６
次
連
隊
野
営
を
、
10
月
20

日
か
ら
24
日
ま
で
の
間
、
第
７

次
連
隊
野
営
を
あ
い
ば
の
演
習

場
（
滋
賀
県
）
に
お
い
て
実
施

し
た
。

第
６
次
連
隊
野
営
に
お
い
て

は
、
各
普
通
科
中
隊
は
81
㎜
迫

撃
砲
の
実
射
訓
練
を
、
重
迫
撃

砲
中
隊
は
１
２
０
㎜
迫
撃
砲
の

実
射
訓
練
を
実
施
し
、
射
撃
の

速
度
及
び
精
度
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。

第
７
次
連
隊
野
営
に
お
い
て

は
、
重
迫
撃
砲
中
隊
等
の
実
射

訓
練
を
実
施
し
、
射
撃
の
速
度

及
び
精
度
を
所
望
の
練
度
に
到

達
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
際
、
副
旅
団
長
の
現
地
指
導

を
受
け
た
。

な
お
、
９
月
に
配
置
さ
れ
た

新
配
置
隊
員
も
、
第
６
次
・
７

次
連
隊
野
営
に
参
加
し
、
今
回

第
14
後
方
支
援
隊
補
給
中
隊

（
中
隊
長

長
尾
睦
３
等
陸

佐
）
は
、
10
月
21
日
及
び
28
日

の
２
日
間
、
善
通
寺
駐
屯
地
第

２
営
舎
地
区
に
お
い
て
、
中
隊

炊
事
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
11
月
に
実
施
さ

れ
る
後
方
支
援
隊
炊
事
競
技
会

に
む
け
て
、
隊
員
の
炊
事
練
度

を
向
上
さ
せ
る
目
的
で
実
施
さ

れ
た
。

訓
練
内
容
に
つ
い
て
は
、
炊

事
要
員
８
名
を
も
っ
て
炊
事
車

を
使
用
し
て
、
昼
食
（
ご
飯
、

ビ
ー
フ
カ
レ
ー
、
マ
カ
ロ
ニ
サ

ラ
ダ
、
福
神
漬
け
及
び
フ
ル
ー

ツ
ポ
ン
チ
）
を
各
日
20
名
分
調

理
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

隊員の練度向上図る

調
理
に
際
し
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
及
び
食
中
毒
防
止
の
観
点
か

ら
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
及
び
マ

ス
ク
の
着
用
を
訓
練
参
加
者
に

徹
底
し
て
感
染
防
止
に
努
め
る

と
と
も
に
、
経
験
豊
富
な
隊
員

が
細
部
に
わ
た
る
調
理
の
手

順
・
コ
ツ
な
ど
を
指
導
し
て
、

経
験
の
浅
い
隊
員
に
習
得
さ
せ

る
等
、
実
り
の
あ
る
訓
練
と

な
っ
た
。

今
回
実
施
し
た
２
回
の
訓
練

で
は
、
喫
食
し
た
隊
員
が
満
足

で
き
る
調
理
が
で
き
た
た
め
、

こ
の
教
訓
を
生
か
し
て
、
11
月

に
実
施
さ
れ
る
後
方
支
援
隊
炊

事
競
技
会
に
臨
み
た
い
。

市
民
に
対
し
て
理
解
と
親
近
感
を
獲
得

労
と
足
の
痛
み
に
耐
え
な
が
ら

完
歩
を
目
指
す
参
加
者
は
、
隊

員
に
よ
る
激
励
を
受
け
つ
つ
、

達
成
感
を
噛
み
締
め
な
が
ら
手

を
繋
い
で
ゴ
ー
ル
し
た
。

本
支
援
に
参
加
し
た
隊
員

は
、
責
任
あ
る
任
務
と
青
少
年

に
対
す
る
広
報
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
松
山
市
民
か
ら
の
親

近
感
を
獲
得
で
き
た
。

大街道商店街を行進する参加者と隊員



陸
士
特
技
課
程
「
偵
察
」
を
実

施
し
た
。

本
教
育
は
、
第
14
偵
察
隊

（
第
1
小
隊
長

澤
畠
宗
真
１

等
陸
尉
）
を
教
育
隊
長
と
し

て
、
各
部
隊
か
ら
計
18
名
の
隊

員
て
、
第
14
偵
察

第
14
偵
察
隊
（
隊
長

塩
田

将
仁
２
等
陸
佐
）
は
、
10
月
５

日
か
ら
11
月
13
日
ま
で
の
間
、

善
通
寺
駐
屯
地
、
国
分
台
演
習

場
、
大
池
訓
練
場
及
び
小
野
演

習
場
に
お
い
て
、
令
和
２
年
度

場
、

長
の
挨
拶
の
後
、
第
14
施
設
隊

長
は
、
「
災
害
に
対
し
、
関
係

機
関
と
地
域
の
皆
様
と
の
連
携

が
重
要
で
あ
り
、
互
い
の
能

力
・
特
性
を
把
握
し
互
い
に
高

め
あ
っ
て
、
災
害
が
発
生
し
た

場
合
に
お
い
て
も
迅
速
か
つ
柔

軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
訓
練

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
述

べ
た
。

ま
た
、
11
月
４
日
か
ら
10
日

ま
で
の
間
、
本
訓
練
に
合
わ
せ

て
架
設
能
力
を
向
上
す
る
目
的

で
07
式
機
動
支
援
橋
の
架
設
訓

練
を
実
施
し
た
。

第
14
飛
行
隊
（
飛
行
隊
長

髙
橋
慎
一
郎
２
等
陸
佐
）
は
、

10
月
23
日
、
令
和
２
年
度
発
着

艦
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
愛
媛
県
西
海
上

の
伊
予
灘
に
お
い
て
停
泊
中
の

海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
「
か
が
」

へ
の
発
着
艦
要
領
を
演
練
す
る

と
と
も
に
海
上
自
衛
隊
と
の
連

携
に
係
る
能
力
向
上
を
目
的
と

し
て
実
施
し
た
。

発
艦
時
に
お
い
て
は
、
発
艦

準
備
か
ら
飛
行
甲
板
で
の
浮
揚

態
勢
ま
で
の
動
作
を
演
練
し
、

着
艦
時
は
、
位
置
通
報
の
指
示

を
受
け
場
周
経
路
（
定
め
ら
れ

た
経
路
）
を
飛
行
し
、
最
終
進

入
及
び
着
艦
要
領
を
演
練
し

た
。訓

練
に
参
加
し
た
操
縦
士

は
、

員
が
参
加
し
た
。

開
始
式
の
担
任
官
訓
示
に
お

い
て
偵
察
隊
長
は
、
「
気
力
・

体
力
の
充
実
」
「
自
己
管
理
意

識
の
向
上
」
を
要
望
し
た
。
が

10
月
21
日
、
国
分
台
演
習
場

に
お
い
て
コ
ン
パ
ス
の
使
用
法

及
び
初
の
徒
歩
斥
候
訓
練
を
実

施
し
た
。
各
隊
員
は
、
警
戒
し

な
が
ら
目
標
へ
の
接
触
を
維
持

し
よ
う
と
す
る
が
、
姿
が
見
え

な
い
と
こ
ろ
か
ら
の
誰
何
（
目

標
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
い
声
を

か
け
ら
れ
警
戒
さ
れ
る
こ
と
）

に
戸
惑
い
な
が
ら
情
報
を
報
告

す
る
も
、
斥
候
の
厳
し
さ
を
感

じ
た
様
子
で
あ
っ
た
。

11
月
４
日
、
本
課
程
の
集
大

成
と
な
る
総
合
訓
練
を
開
始

し
、
深
夜
遅
く
非
常
呼
集
が
鳴

り
響
き
、
各
隊
員
は
迅
速
な
行

動
で
前
進
準
備
を
完
了
し
、
国

分
台
演
習
場
へ
前
進
し
た
。
各

隊
員
は
、
今
ま
で
の
訓
練
の
成

果
を
如
何
な
く
発
揮
し
、
敵
情

解
明
に
資
す
る
情
報
資
料
を
収

集
し
、
任
務
を
達
成
し
た
。

５ しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６３号 令和２年（2020年）１０・１１月四 国

第１４偵察隊

陸
士
特
技
課
程
「
偵
察
」

敵を意識して警戒しつつ前進する隊員

慣れない手つきでコンパスを使用する隊員

地図上での自己位置を標定

第 １ ４ 施 設 隊

近
畿
府
県
合
同
防
災
訓
練
・

緊
急
消
防
援
助
隊
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
合
同
訓
練勝浦町消防団に対して土のう

設置に係る技術指導を行う隊員
（写真：下）

第１４飛行隊

０７式機動支援橋の通行を
誘導する隊員（写真：上）

着艦態勢の航空機を誘導する海上自衛隊員

は
、
今
ま
で
培
っ
た
操
縦
技
能

及
び
事
前
の
予
行
等
に
よ
っ

て
、
本
訓
練
を
安
全
か
つ
確
実

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
発
着

艦
に
必
要
な
海
上
自
衛
隊
と
の

連
携
要
領
及
び
発
着
艦
に
係
る

操
縦
技
能
を
向
上
さ
せ
、
大
き

な
成
果
を
得
た
。

ま
た
、
航
空
機
に
対
す
る
支

援
を
し
て
い
た
だ
い
た
海
上
自

衛
隊
員
の
迅
速
、
確
実
な
動
作

を
見
て
見
習
う
も
の
が
あ
る
と

感
じ
た
。

本
訓
練
で
得
た
成
果
は
統
合

作
戦
に
お
け
る
海
上
自
衛
隊
と

の
連
携
の
た
め
特
に
重
要
で
あ

り
、
今
回
の
成
果
を
蓄
積
し
、

事
態
に
備
え
万
全
の
態
勢
を
整

え
て
い
き
た
い
。

発着艦訓練

第
14
施
設
隊
（
隊
長

澤
水

隆
一
２
等
陸
佐
）
は
、
11
月
８

日
、
徳
島
県
勝
浦
町
に
流
れ
る

勝
浦
川
に
お
い
て
令
和
２
年
度

近
畿
府
県
合
同
防
災
訓
練
・
緊

急
消
防
援
助
隊
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

合
同
訓
練
に
参
加
し
た
。

本
訓
練
で
は
、
勝
浦
町
消
防

団
に
対
し
、
土
の
う
設
置
に
係

る
技
術
指
導
及
び
橋
梁
（
07
式

機
動
支
援
橋
）
通
過
の
共
同
訓

練
を
実
施
し
て
、
部
外
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
災
害
対
処
能
力
を
向
上

さ
せ
た
。

訓
練
開
始
に
際
し
、
勝
浦
町

長



第
14
高
射
特
科
隊

（
隊
長

村
上
義
２
等

陸
佐
）
は
10
月
12
日
か

ら
20
日
ま
で
の
間
、
松

山
駐
屯
地
及
び
小
野
訓

練
場
に
お
い
て
旅
団
隷

下
各
部
隊
の
携
帯
Ｓ
Ａ

Ｍ
陸
曹
と
し
て
必
要
な

知
識
及
び
技
能
を
習
得

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
令
和
２
年
度
機

能
別

能
別
訓
練
（
対
空
）
前
段
を
実

施
し
た
。

本
訓
練
は
、
第
15
即
応
機
動

連
隊
、
第
50
普
通
科
連
隊
及
び

中
部
方
面
特
科
隊
か
ら
９
名
の

被
教
育
者
を
受
け
入
れ
、
中
級

携
帯
Ｓ
Ａ
Ｍ
集
合
教
育
と
し
て

基
礎
教
育
の
座
学
、
器
材
点

検
・
操
作
要
領
及
び
携
帯
Ｓ
Ａ

Ｍ
の
陣
地
占
領
を
練
成
し
特
技

検
定
を
実
施
し
た
。

指
導
に
当
た
っ
た
近
Ｓ
Ａ
Ｍ

小
隊

本
訓
練
は
、
全
国
で
初
の
試

み
と
し
て
衛
星
通
信
移
動
局
装

置
を
高
機
動
車
に
積
載
し
て
、

大
型
輸
送
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

（
Ｃ
Ｈ
ー
47
）
に
よ
る
空
中
機

動

６

発煙黄りん手榴弾の取扱い

不発弾の爆破処理を行う隊員

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６３号 令和２年（2020年）１０・１１月四 国

機
動
展
開
訓
練

第 １ ４ 通 信 隊

第
14
通
信
隊
（
隊
長

西
山
仁
基
２
等
陸
佐
）

は
、
10
月
11
日
か
ら
26

日
ま
で
の
間
、
機
動
展

開
能
力
の
向
上
を
図
る

目
的
で
令
和
２
年
度
機

動
展
開
訓
練
に
参
加
し

た
。 陸

自
シ
ス
テ
ム
通
信
訓
練

第１４高射特科隊

機
能
別
訓
練
（
対
空
）
前
段操作要領を指導する都築３曹

（写真：右から２番目が本人）
携帯ＳＡＭを陣地に運ぶ被教育者を指導する都築３曹

（写真：右から２番目が本人）

動
及
び
搭
載
・
卸
下
を
実
施

し
、
駐
屯
地
間
の
防
衛
情
報
基

盤
（
Ｄ
Ｉ
Ｉ
）
を
使
用
し
た
シ

ス
テ
ム
構
成
を
行
っ
た
。

ま
た
本
訓
練
に
連
接
し
、
陸

自
シ
ス
テ
ム
通
信
訓
練
に
参
加

し
て
、
船
舶
に
て
ア
ク
セ
ス

ノ
ー
ド
を
機
動
展
開
さ
せ
各
種

通
信
手
段
と
し
て
Ｄ
Ｉ
Ｉ
、
民

間
通
信
網
（
Ｌ
Ｔ
Ｅ)

及
び
衛

星
を
使
用
し
た
上
級
部
隊
と
の

シ
ス
テ
ム
通
信
構
成
要
領
を
演

練
し
た
。

第１４特殊武器防護隊旅団化学火工品処理技能者集合訓練

発射式化学火工品の分解教育

小
隊

都
築
侑
吾
３
等
陸
曹

は
、
「
旅
団
全
体
の
対
空
戦
闘

能
力
向
上
に
貢
献
で
き
た
こ
と

を
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
姫

路
駐
屯
地
で
実
施
す
る
対
空
戦

闘
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
（
Ｇ
Ｓ
Ｍ
ー

17
）
を
使
用
し
た
訓
練
に
お
い

て
も
、
教
育
を
受
け
る
皆
さ
ん

の
対
空
戦
闘
能
力
の
向
上
に
努

め
た
い
。
」
と
語
っ
た
。

第
14
特
殊
武
器
防
護
隊
（
隊
長

新
美
賢
一
３
等
陸
佐
）
は
、
10
月
12

日
か
ら
15
日
ま
で
の
間
、
善
通
寺
駐
屯
地
及
び
国
分
台
演
習
場
に
お
い
て

令
和
２
年
度
旅
団
化
学
火
工
品
処
理
技
能
者
集
合
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
旅
団
隷
下
部
隊
の
隊
員
12
名
に
対
し
、
取
扱
い
及
び
処
理

に
係
る
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
た
。

こ
の
際
、
隊
の
基
幹
要
員
の
練
成
訓
練
も
併
せ
て
実
施
し
、
練
度
の
維

持
向
上
を
図
っ
た
。



み
な
さ
ん
は
、
選
考
と
選
抜

の
違
い
が
判
り
ま
す
か
？

２
等
陸
曹
か
ら
准
陸
尉
ま
で

の
昇
任
に
つ
い
て
は
、
勤
務
実

績
に
基
づ
く
選
考
に
よ
り
ま

す
。特

に
、
試
験
等
の
機
会
は
な

く
、
あ
る
種
の
条
件
を
満
た
す

者
の
中
か
ら
適
任
者
を
選
び
出

す
こ
と
が
選
考
で
す
。

そ
れ
と
は
別
に
、
同
一
条
件

に
お
い
て
優
れ
た
者
を
選
び
出

す
こ
と
が
選
抜
で
す
。

努
力
し
た
結
果
を
試
験
で
発

揮
で
き
、
実
力
で
陸
曹
候
補
生

指
定
及
び
３
等
陸
曹
昇
任
が
勝

ち
取
れ
ま
す
。

受
験
す
る
側
も
必
死
だ
と
思

い
ま
す
が
、
試
験
を
準
備
・
実

施
す
る
側
も
ミ
ス
が
許
さ
れ
な

い
重
要
な
業
務
と
な
り
ま
す
。

そ
の
重
要
な
業
務
を
整
斉
と

遂
行
す
る
た
め
、
次
の
点
に
留

意
し
て
、
準
備
・
実
施
し
て
い

ま
す
。

【
試
験
問
題
作
成
】

設
問
が
明
確
か
つ
、
陸
曹
候

補
生
課
程
入
校
、
初
級
陸
曹
と

し
て
必
要
な
知
識
が
身
に
つ
く

事
を
見
据
え
た
問
題
作
成

【
試
験
問
題
の
点
検
】

誤
字
、
脱
字
、
問
題
の
記
載

要
領
に
疑
義
が
な
い
か
、
３
名

以
上
で
実
際
に
試
験
問
題
を
解

答
し
点
検

第
14
旅
団
司
令
部
付
隊
第
１
勤
務
班
で
勤
務
し
て
お
り
ま
す
森
本

１
曹
で
す
。

自
分
が
勤
務
す
る
第
１
勤
務
班
は
、
第
１
部
の
総
括
班
と
人
事
班

で
構
成
さ
れ
る
陸
曹
10
名
が
勤
務
し
て
お
り
、
幹
部
自
衛
官
と
一
体

と
な
り
、
隊
員
の
採
用
、
昇
任
、
昇
給
、
退
職
、
表
彰
、
就
職
援
護

及
び
各
種
制
度
の
周
知
等
の
人
事
管
理
業
務
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
中
で
も
重
要
な
業
務
の
一
つ
で
あ
る
選
抜
試
験
業

務
に
つ
い
て
、
旅
団
統
一
陸
曹
候
補
生
等
選
抜
１
次
試
験(

令
和
２

年
８
月
26
日
）
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

では次に音楽隊の
近況について紹介す
る。

１０月に３名の新
隊員が着隊した。担
当楽器は、サックス
担当の三好１士、ク
ラリネット担当の須
山２士と環２士だ。
フレッシュな３人の
パワーに期待し、14
音楽隊を更に盛り上
げてもらいたい。

７

第１４旅団司令部付隊
第１勤務班

１等陸曹 森本 博文

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６３号 令和２年（2020年）１０・１１月四 国

第１４旅団司令部付隊
「
後
期
旅
団
統
一
陸
曹
候
補
生
等
選
抜
１
次
試
験
の

実
施
に
つ
い
て
」

試験問題の点検を
行う宮本２曹

試験問題を作成する山本３曹（右）
助言を行う高橋１曹（左）

選抜試験合格を勝ち取れ！

採点ミスがないか相互点検を
行う第１部人事陸曹

試験会場の準備・点検を
行う河端２曹

今回のテーマは、Vol.１のワンポイントレッスンで挙げた「理想の
音」についてと、「楽譜通りに吹奏出来ているか」についてだ。
「理想の音」のイメージは出来ただろうか。

音色は人によって様々で、その人にしか出せない音がある。その中で
も、「優しい音」や「力強い音」「暖かい音」など、音色の引き出し
を増やしてみてほしい。
例えば、「気を付け」は力強い音で、「消灯」は優しい音をイメー

ジして吹奏してみてはどうだろうか。これだけでガラリと雰囲気も変
わるし、聴いている人達にも必ず伝わるだろう。
次に「楽譜通りに吹奏出来ているか」というテーマについてだが、

日課号音を聴き覚えで吹奏してはいないだろうか。今一度、楽譜を見
ながらメトロノームに合わせて練習してみて欲しい。なぜなら楽譜通
りに吹奏出来てない人が多く見られる。特に目立つのが、「君が代」
と「消灯」だ。例えば「消灯」の最初の音は、２分音符だから２拍伸
ばすと楽譜に書いてあるのだ。
楽譜を読むのが苦手な人もいるだろう。楽譜の読み方は教範に載っ

ている。根気のいる練習にはなるが、正しい演奏と自分らしい理想の
音色で、更にらっぱ吹奏に磨きをかけて欲しい。

第１４音楽隊

■
実
技
試
験
優
秀
賞

第
２
４
０
期
上
級
陸
曹
特
技
課
程

「
部
隊
化
学
」

第
15
即
応
機
動
連
隊

本
部
管
理
中
隊

３
等
陸
曹

古
原

聖
悟

■
中
隊
長
賞

第
６
期
陸
曹
中
級
課
程
教
育

第
15
即
応
機
動
連
隊
機
動
戦
闘
車
隊

第
１
機
動
戦
闘
車
中
隊

２
等
陸
曹

谷
口

匠

■
中
部
方
面
混
成
団
長
賞

第
１
３
７
期
二
次
陸
曹
候
補
生
課
程

第
15
即
応
機
動
連
隊

火
力
支
援
中
隊

陸
士
長

清
水

宏
晃

部
内
・
外
表
彰

■
優
勝
（
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
）

２
０
２
０
年
度
全
日
本
卓
球

選
手
権
大
会

第
15
即
応
機
動
連
隊

本
部
管
理
中
隊

１
等
陸
士

𠮷
田

智
史

■
準
優
勝
（
一
般
上
級
の
部
）

第
37
回
全
四
国
空
手
道
選
手
権
大
会

第
15
即
応
機
動
連
隊

第
２
普
通
科
中
隊

陸
士
長

池
内

敬
直

■
第
３
位
（
男
子
３
０
０
０
ｍ
）

２
０
２
０
年
度
香
川
陸
上
競
技

カ
ー
ニ
バ
ル
大
会

第
15
即
応
機
動
連
隊

第
１
普
通
科
中
隊

曹
長

渡
部

和
幸

転

入

転

出令
和
２
年
12
月
１
日
付

第
15
高
射
特
科
連
隊
副
連
隊
長

（
第
14
高
射
特
科
隊
長
）

２
等
陸
佐

村
上

義

人

事

往

来

第
14
高
射
特
科
隊
長

（
高
等
工
科
学
校
）

２
等
陸
佐

冨
高

英
和

部

内

部

外

＊写真左から、三好１士、環２士、須山２士

【
試
験
会
場
の
点
検
】

受
験
者
の
距
離
間
隔
の
確

保
、
換
気
、
室
温
、
机
・
椅
子

の
ガ
タ
つ
き
等
が
無
い
か
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
点
検

【
採
点
の
相
互
点
検
】

採
点
ミ
ス
防
止
の
た
め
、
解

答
用
紙
の
相
互
点
検

以
上
の
よ
う
に
、
受
験
者
の

努
力
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
試
験
実
施
者
側
も
、
周
到

な
準
備
と
相
互
点
検
に
よ
り
、

公
正
・
公
平
な
受
験
機
会
を
準

備
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
後
陸
曹
候
補
生

等
選
抜
試
験
を
受
験
さ
れ
る
隊

員
の
方
々
に
つ
い
て
は
、
多
感

な
年
齢
で
あ
り
、
自
分
の
将
来

に
迷
っ
て
い
る
隊
員
も
た
く
さ

ん
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
陸
曹

に
な
れ
ば
職
務
の
幅
も
広
が

り
、
自
衛
隊
で
の
自
分
の
活
躍

の
場
を
発
見
す
る
こ
と
が
出
来

る
た
め
、
陸
曹
候
補
生
等
選
抜

試
験
を
頑
張
っ
て
み
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、
各
部
隊
試
験
対
策
担

当
陸
曹
の
努
力
に
つ
い
て
も
拝

見
す
る
機
会
が
あ
り
、
公
私
の

な
い
熱
心
な
指
導
に
感
心
し
て

い
ま
す
。

お
互
い
に
連
携
し
て
、
後
輩

隊
員
の
育
成
を
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

部隊紹介



曹
に
な
り
自
衛
官
と
し
て
も
活
躍
す

る
事
で
す
。
チ
ョ
レ
イ
！

（
文

第
14
旅
団
司
令
部
付
隊

伊
藤
和
真
２
等
陸
曹
）

善
通
寺
駐
屯
地
（
第
15
即
応
機
動

連
隊
）
で
勤
務
す
る
、
全
国
自
衛
隊

卓
球
大
会
で
優
勝
経
験
も
あ
る
𠮷
田

智
史
１
等
陸
士
を
紹
介
し
ま
す
。

𠮷
田
１
士
は
、
令
和
２
年
11
月
３

日
、
三
豊
市
高
瀬
町
で
行
わ
れ
た

「
天
皇
杯
・
皇
后
杯
２
０
２
１
年
全

日
本
卓
球
選
手
権
大
会
（
一
般
の

部
）
」
の
香
川
県
予
選
会
に
お
い

て
、
参
加
者
１
０
２
名
中
、
見
事
優

勝
（
初
優
勝
）
し
、
来
年
１
月
、
大

阪
府
で
行
わ
れ
る
本
戦
へ
の
出
場
を

決
め
ま
し
た
。
２
名
し
か
枠
の
な
い

中
で
、
２
年
連
続
の
出
場
に
な
り
ま

す
。
（
昨
年
度
は
準
優
勝
）

𠮷
田
１
士
は
課
業
外
の
時
間
を
活

用
し
、
自
身
の
練
成
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
地
元
の
小
中
学
生
を
中
心

に
卓
球
指
導
に
あ
た
り
、
レ
ベ
ル
の

向
上
及
び
競
技
の
普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。

𠮷
田
１
士
の
今
後
の
目
標
は
、
陸

曹
に
な
り
自
衛
官
と
し
て
も
活
躍
す

る
事
で
す
。
チ
ョ
レ
イ
！

な
か
っ
た
主
な
理
由
は
言
葉
で
し

た
。
私
も
主
人
も
関
東
出
身
な
の
で

娘
に
は
愛
媛
の
言
葉
が
常
に
強
い
口

調
に
聞
こ
え
、
「
お
友
達
に
怒
鳴
ら

れ
た
、
強
く
言
わ
れ
た
。
」
と
言
っ

て
泣
き
、
「
前
の
幼
稚
園
に
戻
り
た

い
、
お
友
達
に
会
い
た
い
。
」
と
当

時
６
歳
だ
っ
た
娘
に
言
わ
れ
、
帯
同

で
つ
い
て
き
た
の
は
失
敗
だ
っ

た
・
・

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
娘
も
引
っ
越
し
か
ら
２
年

た
・
・

「
次
の
異
動
が
愛
媛
に
決
ま
っ
た

よ
。
」

次
の
転
属
先
は
遠
く
に
な
る
と
聞

い
て
は
い
ま
し
た
が
、
全
く
足
を
踏

み
入
れ
た
こ
と
の
な
い
四
国
に
な
る

と
は
思
っ
て
お
ら
ず
、
引
っ
越
し
前

は
不
安
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

通
っ
て
い
た
幼
稚
園
と
友
達
が
大

好
き
だ
っ
た
娘
は
、
友
達
と
離
れ
転

園
先
の
幼
稚
園
に
な
か
な
か
馴
染
め

ず
毎
日
泣
い
て
い
ま
し
た
。
馴
染
め

な

を
越
え
、
言
葉
は
す
っ
か
り
伊
予

弁
！
強
い
口
調
で
怒
鳴
っ
て
い
る
か

の
よ
う
に
夕
飯
に
文
句
を
つ
け
て
き

ま
す
。
子
供
の
順
応
性
の
高
さ
は
驚

異
的
で
逞
し
く
感
じ
ま
す
。

そ
ん
な
逞
し
い
娘
が
去
年
の
12
月

に
も
う
一
人
増
え
て
家
族
４
人
、
毎

日
楽
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

私
の
地
元
は
栃
木
で
、
い
つ
か
地

元
に
帰
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

で
す
が
こ
の
約
２
年
半
を
振
り
返
る

と
、
初
め
て
の
土
地
で
過
ご
し
た

日
々
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。
も
ち
ろ
ん
大
変
な
こ
と
や
辛
い

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
家
族
み
ん

な
で
乗
り
越
え
て
よ
り
一
層
家
族
の

仲
が
深
ま
り
、
そ
し
て
そ
れ
以
上
に

楽
し
い
こ
と
や
面
白
い
こ
と
、
さ
ら

に
は
新
し
い
発
見
が
待
っ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

も
し
今
、
遠
方
へ
の
転
属
を
不
安

に
思
っ
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
私

は
「
き
っ
と
大
丈
夫
」
と
伝
え
た
い

で
す
。
新
し
い
発
見
は
楽
し
い
こ
と

や
面
白
さ
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を

経
験
で
き
た
の
で
、
今
は
少
し
だ
け

主
人
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

８

陸上自衛隊 第１４旅団

逐次更新中！

陸上自衛隊広報チャンネル
（YouTube）に

「自衛隊式感染症予防」
を掲載中！

し
か
し
な
が
ら
、
住
め
ば
都
と
言

う
言
葉
の
意
味
を
６
年
間
の
生
活
で

実
感
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
名
残
惜

し
く
思
い
な
が
ら
熊
本
に
戻
り
、
次

は
単
身
赴
任
で
し
た
。

単
身
赴
任
当
初
は
、
事
あ
る
ご
と

に
不
在
の
旦
那
の
せ
い
に
し
、
夫
婦

喧
嘩
の
繰
り
返
し
で
し
た
が
、
時
が

た
つ
に
つ
れ
「
亭
主
元
気
で
な
ん
と

や
ら
」
で
、
今
で
は
「
元
気
に
働
い

て
ね
」
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

結
び
に
あ
れ
こ
れ
言
い
ま
し
た

が
、
単
身
赴
任
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い

ま
せ
ん
が
、
妻
と
し
て
本
当
に
支
え

ら
れ
た
の
か
は
私
に
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
夫
に
「
お
疲
れ
様
」
と
「
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
の
二
つ
の
言
葉
を
送
り
ま
す
。

第５０普通科連隊 第１中隊
陸曹長 後藤 哲也

妻 栄子

「自衛官の妻として」

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１６３号 令和２年（2020年）１０・１１月四 国

私
た
ち
家
族
は
、
今
年
８
月
に
練

馬
区
か
ら
善
通
寺
へ
引
っ
越
し
ま
し

た
。
練
馬
区
で
は
約
８
年
も
の
長
期

に
わ
た
り
生
活
し
て
い
た
た
め
、

引
っ
越
し
が
決
ま
っ
た
こ
と
に
家
族

か
ら
の
反
対
も
あ
り
ま
し
た
が
、
少

し
ず
つ
理
解
を
得
て
、
今
で
は
善
通

寺
で
の
新
た
な
生
活
に
も
す
っ
か
り

慣
れ
、
家
族
共
々
、
善
通
寺
に
来
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
私
た

ち
家
族
の
食
生
活
を
変
え
る
「
う
ど

ん
」
と
の
出
会
い
が
大
き
か
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
引
っ
越
し
て
か
ら

は
、
必
ず
休
日
の
始
ま
り
に
「
う
ど

ん
」
を
朝
食
と
し
て
食
べ
に
行
く
こ

と
が
日
課
と
な
る
程
、
「
う
ど
ん
」

に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
香
川

県
内
の
う
ど
ん
屋
は
約
30
店
舗
制
覇

し
ま
し
た
。

「
う
ど
ん
」
を
通
じ
家
族
共
通
の

楽
し
み
が
増
え
、
今
後
も
家
族

共
々
、

第１４通信隊 １等陸尉 太田 裕則

「 休 日 の 日 課 」

第１４高射特科隊
２等陸曹 鈴木 悟史

妻 菜微

「 ふ り 返 っ て 」

共
々
、
満
喫
し
た
生
活
を
送
っ
て
い

き
た
い
で
す
。
（
も
ち
ろ
ん
「
う
ど

ん
」
以
外
も
満
喫
し
ま
す
。
）

第15即応機動連隊
本部管理中隊

１等陸士 𠮷田 智史

「善通寺駐屯地
卓球クラブの
“チョレイ１士”」

平
成
２
年
11
月
17
日
に
入
籍
し
、

早
い
も
の
で
30
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
振
り
返
れ
ば
、
色
々
あ
り

ま
し
た
。

結
婚
当
初
は
、
熊
本
市
内
の
勤
務

で
実
家
の
大
分
県
竹
田
市
と
は
２
時

間
位
で
帰
れ
て
い
ま
し
た
が
、
４
年

後
に
は
静
岡
県
御
殿
場
市
の
勤
務
と

な
り
、
周
り
に
は
知
り
合
い
も
居
な

く
て
心
細
く
な
り
、
す
ご
く
辛
い
想

い
を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。


